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人口の動き

3月1日現在 前月比

計

数
日

男

女

帯

人

世

6 5.4 9 2 + 68 
3 1.5 5 3 + 38 
3 3.9 3 9 + 30 
1 8.? 2 6 + 59 
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調勝 ← ι

放虎原幼稚園
占賀島町lζ建設していた放虎原幼稚園(山田志夫属

長、園児67人)が完成. 4月11日[こ開園式がありまし

7こ。

同園は第10番目の市立幼稚園で、園児たちも新しい

新設スタート
明るい園舎に大喜びです。
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円

4月から保険料が改正

金

月3

年

770 

民国

， 

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月

か
ら
一
カ
月
三
千
七
百
七
十
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
は
‘
給
付
費
用
の
三

分
の
一
を
国
が
負
担
し
な
が
ら
老

…lA世話出
|アケ2lmfimflmflmf|

'
訪
ね
て

b

ま
、
せ

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う ん

会3

ク

桜
山
霊
川
枝
一
w

F
'
F

，
E
J
 

岳
民
一

。
府
間
コ

く
呈
.
ま

か

f
r
I開満

な
い
よ
う
に
毎
年
引
上
げ
て
き
ま

し
た
。昨
年
も
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
っ

て
給
付
費
を
三
・
四
%
引
上
げ
ま

し
た
の
で
、
こ
の
ふ
え
た
給
付
費

に
引
当
て
る
た
め
、
今
年
の
四
月

か
ら
保
険
料
も
改
め
ら
れ
た
わ
け

で
す
。な
お
、
付
加
保
険
料
に
つ
い
て

は
従
来
ど
お
り
四
百
円
で
す
。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

M
年
度
の
未
納
保
険
料
は

4
月

初

日

ま

で

に

四
期
分
(
一
・
二
・
三
月
分
)
の
国

姉妹都市・角館町(秋田県〉のサクラ

は今から。ゴーノレデジウィークには満開

というたよりです。同町の武家屋敷を染

めあげる枝垂桜は.昨年、大村神社など

に植樹されたものと同じものです。きれ

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

いでしょうね…ー…・。

民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ら
れ
ま

し
た
か
。
納
め
忘
れ
は
な
い
か
も

う
一
度
確
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

四
月
は
昭
和
五
十
四
年
度
分
の

し
め
く
く
り
の
月
で
す
。

四
月
三
十
日
を
過
ぎ
た
場
合
は

す
で
に
お
送
り
し
て
い
る
納
付
書

で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。
国
庫
納

付
の
納
付
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

面
倒
な
だ
け
で
な
く
、
五
月
以
降

に
事
故
で
障
害
者
や
母
子
家
庭
と

な
っ
た
と
き
、
年
金
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
度
確
め
、
未
納
保
険
料

は
早
目
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

「

|

納

入

通

知

書

を

昭
和
五
十
五
年
度
分
の
国
民
年

金
保
険
料
納
入
通
知
書
を
四
月
十

五
日
発
送
し
ま
し
た
。

万
一
、
お
手
も
と
に
届
か
な
か

O 

「被で;;日
「
恵
の
正

長
崎
原
爆
特

別
養
護
ホ
ー

ム
」
が
増
設

に
な
り
四
月

一
日
か
ら
開

所
さ
れ
ま
し

た。
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方

発
送
ド
七
レ
[
」

っ
た
り
、
ご
不
審
な
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
保
険
年
金
課
へ
お
問
合

せ
下
さ
い
。

O 

O 

は
福
祉
課
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

入
所
資
格

被
爆
者
で
身
体
も
し

く
は
精
神
上
著
し
い
欠
陥
が
あ

る
た
め
常
時
の
介
護
を
必
要
と

し
、
か
つ
居
宅
に
お
い
て
介
護

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
人

増
設
人
員
百
人

※
詳
し
く
は
市
福
祉
課
へ

一

洗

剤

ア

ン

ケ

ー

ト

一

一

記

入

は

お

済

み

で

す

か

/

一

一
各
ご
家
庭
に
町
内

会

主

じ

ケ

l
ト
を
通
じ
お
知
り
せ
下
さ

一

-
お
届
け
し
ま
し
た
洗
剤
ア
ン
ケ
い
。

一l
ト
は
、
こ
れ
か
ら
の
公
害
行
回
収
は
町
内
会
を
通
じ
て
行

一

一
政
の
一
環
と
し
て
市
政
に
役
立
い
ま
す
。

~
て
て
い
く
も
の
で
す
。
ご
家
庭
※
お
問
合
せ
な
ど
は
生
活
環
境

一

一
で
の
あ
り
の
ま
ま
の
声

を

ア

ン

課

へ

一

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い



※ 

昼
間
で
も
光
る
ラ
イ
ト
で
身
を
守
ろ
う

|
|
二
輪
車
昼
間
点
灯
運
動
実
施
中

昭和55年 4月15日
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注
射
と
検
診

-
3歳
児
健
康
診
査

り

対
象
昭
和
五
十
二
ヰ
十
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
周

年
四
月

t
九
月
生
ま
れ
で
、
ま

おおむ

5月の日曜・祭日当番医

市政だよりt3) 

だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
四
月
二
十
四
日

午
前
九
時

i
十
時
、
午
後
一
時

t
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

-
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と

B

・C
-
G

予
防
接
種

結
核
予
防
法
に
よ
り
小
学
校
就

学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
て
ツ

反
検
査
と

B
・

c
・
G
接
種
を
行

い
ま
す
。

該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
、
四

歳
未
満
で
今
ま
で
一
度
も
受
け

て
な
い
乳
幼
児

料
金

無
料

与史
、どーな帳子当
持拾いを健日
参よ忘 康 は
下うれ手母

‘ソ反検査・ BCG接種目程
実施場所 |ッ反検査IBCG接種

市役所

パ!パ萱瀬出張所

鈴田出張所 X /5/ 9 
三浦出張所

凶噺[ぷ ネ福重出張所

中地吋2 1 与松原出張所

戸、-、。
E
し

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

一
般
健
康
相
談
は
、
血
圧
が
気

に
な
る
人
な
ど
健
康
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

午前9時~午後6時

5月の健康相談日程

日 内 伺，...，・

9:00-11:00 13:00-16:00 
7 乳幼児相談 妊婦教室(第1回)

14 ----------一一ー一一一一- 妊婦教室(第2回)

19 妊婦相談 一般健康相談

21 乳幼児相談 |妊婦一回〉

28 -------------一一一一 妊婦教室(第4回〉

日|診療科目 !病医院名 |所在地 |電話

|内科 |上田医ヤ叶削
3産婦人科後藤産婦人科耳ザ 2-6015

4j…l出口吋「-m52
外・内科牧山医 電?P刊 31

51婦川科|大野間人11原口…
内 科藤井内 東本町2-3878

|内科|沢田医 11r15-TB03
11 泌尿器科黒木泌尿器 4-02111 

l内科|岡内;「吋-3000
18 外・皮!曹科中島外 西三城町2-3875

251 内・醐科 !寺井医1玖島町124574
眼 科楠木眼東本町2-2711

診療時間

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
は
お

出
か
け
下
さ
い
。

5月の妊婦と乳幼児の健康相談日程
日| 時 間 場 所 対 象

6 Iル 11:川村保健所 [生後3カ月ま叫児
13:30-15:00 福重出張所妊婦と乳幼児

1211511こii:lil竹松出張所 |乳 幼 児
13 I 9:30--11:00 I大村保健所 |生桂←6カ月白乳児

20 I 9:30-11:00 大村保健所 |生後7カ月以上の乳児

26 1 9:30-11:00 三浦出張所 |妊婦と乳幼児 | 

※
大
村
保
健
所
で
の
乳
児
相
談
は

新
築
し
た
保
健
所
で
行
い
ま
す 午後2時--3時

ス
ポ
ー
ツ

-
少
年
野
球
大
会

時間

日
時
五
月
三
日
、
四
日
、
五
日

場
所
市
営
球
場
ほ
か

チ
ー
ム
編
成
十
二
人

〔小
学
生
の
部
〕
四
年
、
五
年
、

六
年
生
で
各
学
校
区
ま
た
は
町

内
で
編
成
す
る
乙
と

〔
中
学
生
の
部
〕
学
年
は
問
わ
な

い
が
町
内
単
位
で
編
成
す
る
乙

ム」
※
た
だ
し
、
隣
接
町
内
も
認
め
る

(
小
・
中
学
生
の
部
と
も
)

申
込
先
教
育
委
員
会
体
育
課
ま

た
は
野
球
協
会
事
務
局
(
曾
③

ー
一
五
四
五
)
へ

申
込
締
切
四
月
二
十
四
日

抽
せ
ん
会
四
月
二
十
六
日
午
後

二
時
か
ら
市
役
所
第
二
会
議
室

主
催
大
村
市
野
球
協
会

共
催
市
教
育
委
員
会

園
大
村
団
体
戦
車
球
大

会
成
績

三
月
十
六
日
、
市
民
体
育
館
で

大
村
市
卓
球
協
会
の
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

二
般
男
子
〕
①
西
大
村
壮
年
ク

ラ
ブ
②
大
村
愛
好
会
③
九
電
大
村

発
電
所
、
県
職
大
村

二
般
女
子
〕
①
大
村
愛
好
会
②

大
村
ク
ラ
ブ
A
③
あ
や
め
、
大
村

ク
ラ
ブ

B

〔中
学
男
子
〕
①
西
大
村
中
B
②

玖
島
中
③
郡
中
A

〔
中
学
女
子
〕
①
玖
島
中
②
西
大

村
中
A
@
西
大
村
中
B

〔
小
学
男
子
〕
①
井
手
利
秀
(
黒

木
小
)
②
山
口
浩
史
(
大
村
小
)

③
宮
本
正
次
郎
(
黒
木
小
)

〔
小
学
女
子
〕
①
浜
脇
真
由
美

(
西
大
村
小
)
②
小
坂
佳
代
(
大

村
小
)
③
田
中
仁
美
(
放
虎
原
小
)

-
第

7
回
市
民
オ
リ
エ

ン
テ

l
リ
ン
グ
大
会

成
績

三
月
十
六
日
、
市
教
育
委
員
会

の
主
催
で
行
わ
れ
、
七
百
五
十
六

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
叩
キ
ロ
一
般
男
子
の
部
〕

①
藤
本
康
尚
組
②
渋
谷
隆
秀
組
③

平
野
進
一
郎
組

〔8
キ
ロ
一
般
女
子
の
部
〕

①
橋
秀
美
組
②
山
下
絹
子
組
③
山

口
智
恵
子
組

〔
8
キ
ロ
家
族
の
部
〕

①
中
村
明
組
②
道
下
秀
行
組
@
山

口
良
子
組

〔
6
キ
ロ
小
学
生
の
部
〕

①
中
牟
田
明
美
組
③
田
嶋
博
丈
組

③
谷
川
英
二
組
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も

よ

お

し

り

-
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
演
奏

おおむ

..6. 
コヨE
|

|
4

月
間
目

前
売
券
発
売
開
始
l
l

市政だより

乙
の
公
演
は
、
す
ぐ
れ
た
舞
台

芸
術
を
多
く
の
人
に
鑑
賞
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
文
化
庁
が
移
動
芸

術
祭
と
し
て
巡
回
公
演
を
し
て
い

る
も
の
で
す
。
入
場
券
は
枚
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
自
に

お
求
め
下
さ
い
。

日
時
六
月
十
六
日

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場
所
市
民
会
館
ホ

l
ル

演
奏
曲
目

昭和55年4月15日
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-
ワ
!
グ
ナ
作
曲

楽
劇
「
ニ
ュ

l
ル
ン
ベ
ル

ク
の
名
歌
手
」
前
奏
曲

.
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
作
曲

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
番

.
チ
ャ
イ
コ
ア
ス
キ
ー
作
曲

交
響
曲
第
五
番

指
揮
H

朝

比

奈

隆

ピ
ア
ノ
独
奏
H
荒

憲

一

入
場
料
一

般
H

二
千
円

(
当
日
二
千
二
百
円
)

小
中
高
生
H

八
百
円

(
当
日
千
円
)

前
売
券
発
売
所

森
竹
電
器
居
、

ア
オ
パ
ラ
ジ
オ
庖
、
原
田
楽
器

大
村
・

諌
早
居
、
平
和
堂
レ
コ

ー
ド
白
、
長
崎
書
居
、
商
工
会

議
所
、
中
央
公
民
館
、
中
地
区

公
民
館
、
教
育
委
員
会

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

一
交
通
事
故
相
談

一

(

毎
月
第
四
火
曜
日
〉

一

日

時

四

月

二
十
二
日

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

一
一
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

一

(

毎

月

第

四

水

曜

日

)

1
1
1
1
1
1

一

市

民

相

談

コ

ー

ナ

ー

で

一

す

べ

て

無

料

で

行

っ

て

い

ま

す

一

お

気

軽

に

ご

相

談

下

さ

い

-

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一

日

時

四

月

二

十

三

日

一

午
前
十
時

t
午

後

三

時

一

人

権

(

身

の

上

)

相

談

一

(
毎
月
第
一
木
曜
日
)
一

日

時

五

月

一

日

午

前
九

一

時
三
十
分

t
午

後

三

時

一

|相談|※ 

下
水
道

住
み
よ
い
町
の

-
長
崎
空
港
開
港

5
周

年
記
念
行
事

世
界
初
の
海
上
空
港
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
る
長
崎
空
港
は
順

調
な
発
展
を
と
げ
て
い
ま
す
が
、

開
港
五
年
目
と
い
う
一
つ
の
節
目

を
迎
え
、

次
へ
の
飛
躍
の
活
動
を

展
開
す
る
た
め
記
念
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
多
数

ど
観
覧
下
さ
い
。

戸』
z
z
u
 

念

式

典

日
時

五
月
一
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

場

所

市

民
会
館

※
式
典
終
了
後
、
記
念
講
演
(
日

本
航
空
広
報
室
次
長
・
深
田
祐

介
氏
)
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
黒
丸
踊
り
が
あ
り
ま
す
。

市

中

レ

ド

日
時
五
月
一
目
、

午
前
十
一
時

三
十
分

l
午
後

一
時
三
十
分

順
路
福
祉
セ
ン
タ
ー
↓
パ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
↓
ア
ー
ケ
ー
ド
↓
西

沢
↓
八
幡
神
社
↓
市
民
会
館
広

場
出
場
種
目

県
警
音
楽
隊
、
向
陽

高
校
.バ
ト
ン
ト
ワ
ラ

l
ズ
、
民

踊
道
行

※
当
日
は
ミ
ス
大
村
が
皆
さ
ん
に

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
お
く
ば
り

基
礎
づ
く
り

し
ま
す
。
ま
た
、
商
居
街
で
は

大
売
出
し
ゃ
催
し
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

-
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

創
立

8
周
年
記
念
演

t
E
4
R
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
創

立
八
周
年
を
記
念
し
て
演
芸
会
を

開
催
し
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ど
来
館

下
さ
い
。

日
時

五
月

一
日

午
後

一
時

l
四
時
ま
で

場

所

老

人

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ

く
ら
荘
」

入
館
料
無
料
(
た
だ
し
、
六
十

歳
以
上
の
市
内
居
住
者
)

-
大
村
花
の
フ
ェ
ス
テ

J
1
4

、Eレ
，，，，， 

!
i
つ
く
ろ
う

花
の
ま
ち
大
村
を

1
1

大
村
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
推
進
協
議
会
で
は
、
市
民
憲
章

推
進
の
一

環
と
し
て
、
一
人
一
花

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
第

一
回
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
す
。

潤
い
の
あ
る
生
活
を
創
造
す
る

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
四
月
二
十
六
日
(
土
)

二
十
七
日
(
臼
)

場

所

市

立

図
書
館
よ
乙

内
容
。
花
の
コ
ン
ク
ー
ル

。
シ
ン
ボ
ル
マ

i
ク
の
図
案
コ
ン

ク
ー
ル

0

園
芸
相
談

。
モ
デ
ル
花
壇
展
示

。
チ
ピ
ッ
子
と
花
の
広
場

。
パ
ザ

l
(花
苗
、
鉢
物
、
苗
木

な
ど
)

応
募
で
き
る
も
の

花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
推
進
協

議
会
が
配
布
し
た
種
苗
は
も
と

よ
り
、
ど
家
庭
に
咲
い
た
自
慢

の
花
や
鉢
物

※
当
日
は
花
の
種
・
苗
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
村
商
工
会
議
所
内

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
推

進
協
議
会
事
務
局

(
曾
③

l
四

一一
一
一
一
一
)
へ

-
長
崎
県
殉
国
者
春
季

慰
霊
祭

祖
国
の
た
め
尊
い
犠
牲
と
な
ら

れ
た
本
県
殉
国
者
の
ど
遺
徳
を
し

の
び
、
お
慰
め
す
る
た
め
、
次
に

よ
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

日
時
四
月
二
十
三
日

〔
開
式
〕
午
前
十
時
三
十
分

〔
閉
式
〕
正
午

場
所

長
崎
県
護
国
神
社
(
長
崎

市
城
栄
町
)

※
雨
天
の
場
合
は
国
際
体
育
館

※
遺
族
の
章
は
市
遺
族
会
に
準
備

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
市
遺
族
会
へ

-
陸
上
自
衛
隊
大
村
駐

と
ん
地
創
立
記
念
運

動
会

日
時

四
月
二
十
九
日
、
午
前
八

時

t
午
後
二
時
三
十
分

場
所

陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
と
ん

部
隊

内
容
運
動
会
、
摸
擬
底
、
音
楽

ド
リ
ル
、
仮
装
パ
レ
ー
ド
ほ
か

※
当
日
は
午
前
八
時

t
午
後
二
時

三
十
分
ま
で
の
問
、
隊
内
を
開

放
し
ま
す
。

公

堂
開
ん

-不
用

1:1 
ロロ

四
月
二
十
三
日

午
後
二
時

t
三
時

場
所
旧
市
立
病
院
(
松
並
一
丁

目
)

公
売
物
件

日
時

変

圧

器

六

基

配

電

板

一

式

入
札
方
法
一
般
競
争
入
札

入
札
保
証
金
入
札
見
積
金
額
の

百
分
の
五
以
上

代
金
納
入

即
納

※
詳
し
く
は
市
立
病
院
(
雷

@
l

二
一
六
一
)
庶
務
係
へ

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)
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『
d

」

募
-
青
年
団
員

み
』

集

ー

集
ま
れ

素
晴
し
き
仲
間
た
ち
ー
ー

雷
③

i
二
五
四
四

雷
⑤
l
一
五
八
一

雷
@
l
二
二
二
八

雷
⑤
|
二
五
九
二

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

〔松
原
〕

長
岡
正
志

雷

⑤

l
O

O
八

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

-
油
絵
グ
ル
ー
プ
会
員

中
地
区
公
民
館
で
活
動
を
続
け

て
い
る
油
絵
グ

ル
ー
プ
で
は
、
新

し
い
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

定
例
日

第
二
・

第
四
土
曜
日

午
後
二
時
か
ら

募
集
人
員
小
学
生
以
上
十
人

講
師
管
野
正
人
先
生

申
込
先
・
問
合
せ
先

中
地
区
公
民
館
(
雷
③
|
一
三

七
六
)

-
鉄
工
団
地
加
入
希
望

者公害
問
題
や
土
地
が
狭
い
た
め

零
細
企
業
と
し
て
あ
え
い
で
い
る

中
小
企
業
の
振
興
策
と
し
て
、
国

県
の
高
度
化
事
業
の
適
用
を
受
け

た
工
場
団
地
化
の
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
団
地
加
入
希
望

者
は
お
申
込
み
下
さ
い
。

な
お
、

団
地
化
さ
れ
る
と
次
の

メ
リ
ッ
ト
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

。
生
産
性
の
向
上
、
作
業
環
境
の

改
善
に
よ
り
販
売
量
、
受
注
量

が
増
大
し
ま
す
。

。
集
団
化
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
で

第
三
者
の
信
用
が
高
ま
り
、
取

引
き
、
融
資
が
容
易
に
な
り
ま

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

す。
。
労
働
環
境
の
改
善
に
よ
り
求
人

雇
用
が
容
易
に
な
り
、
従
業
員

の
定
着
率
が
高
ま
り
ま
す
。

。
公
害
問
題
や
住
民
と
の
ト
ラ
ブ

ル
が
解
消
し
ま
す
。

対
象
者

市
内
に
工
場
を
有
す
る

鉄
工
業
関
連
企
業

申
込
先
大
村
商
工
会
議
所

※
詳
し
く
は
大
村
商
工
会
議
所
へ

-
第

2
回
「
大
村
史
話
」

を
読
む
会
会
員

市
立
史
料
館
で
は
「
大
村
史
話
」

を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
郷
土
の
歴
史

を
勉
強
す
る
会
員
を
募
集
し
ま
す

期

間

五

月

t
来
年
三
月
ま
で

(
毎
月
第
一
一
・
第
四
水
曜
日、

午
前
十
時

t
十
一
時
三
十
分
)

場

所

市

立
図
書
館

定
員
二
十
人

受
講
料
無
料

講

師

史

料
館
専
門
員
ほ
か

申
込
方
法
四
月
三
十
日
ま
で
に

市
立
史
料
館

(
雷
③
|
一
九
七

九
)
へ

-
働
く
人
び
と
の
職
場

体
験
記

日
本
労
働
協
会
で
は
、
職
場
で

働
く
人
、
技
能
訓
練
過
程
に
あ
る

人
の
体
験
や
そ
れ
に
基
づ
く
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

テ
1
マ

次
の
う
ち
か
ら

一
つ
を

選
ん
で
下
さ
い
。

。
職
場
と
私

。
技
能
に
生
き
る

応
募
枚
数

回
百
字
詰
原
稿
用
紙

四

t
六
枚
(
原
稿
用
紙
の
一
ペ

ー
ジ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

明
記
す
る
こ
と
)
応
募
作
品
は

返
し
ま
せ
ん。

応
募
資
格

職
場
で
働
く
人
お
よ

び
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
人

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
結
構
で

す。

応
募
締
切

五
月
十
日

送
り
先
日
本
労
働
協
会
(
干
一

O
五
、
東
京
都
港
区
芝
公
園
一

|
七
l
六
、
中
退
金
ピ
ル
内
)

入
賞

優
秀
三
編
(賞
金

・
賞
状
〉

佳
作
十
編
(
賞
状
・
副
賞
)

発

表

七

月

一
日

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
へ

一
詰

験

あ
な
た
の
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
を
青

年
団
活
動
に
ぶ
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か。

各
青
年
団
で
は
新
し
い
仲
間

を
求
め
て
い
ま
す
。

青
年
団
と
は
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
ェ

l
シ
ョ
シ
、
文
化
な
ど
の
活

動
を
通
じ
て
新
し
い
社
会
を
創
造

し
て
い
乙
う
と
、
ま
た
、
交
流
の

輪
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
素

晴
し
い
仲
間
づ
く
り
を
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

〔三
浦
〕

原
口
辰
男

雷
④
l
一
七
O
六

〔鈴
田〕

渡
辺
幸
男
雷
④
|
一
九
八
四

〔玖
島
H
大
村
地
区
〕

野
口
保

夫

雷

③

|
三
九
O
四

〔
西
大
村
〕

峯

静

男

〔萱
瀬〕

宮
崎
三
行

〔
竹
松
〕

岡
山
政
弘

〔福
重
〕

野
田
善
則

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

及
び
試
験
準
備
講
習

会マ
【
乙
種
】

試
験
日
六
月
八
日
(
日
)

試
験
準
備
講
習
会

五
月
二
十
一

目
、
二
十
二
日

講
習
会
場

市
民
会
館

願
書
受
付
期
間

四
月
一

一十
八
日

ー
五
月
八
日

【
丙
種
】

試
験
日

一ハ月
八
日

試
験
準
備
講
習
会

六
月

一
日

講
習
会
場

福
祉
セ
ン
タ
ー

願
書
受
付
期
間

四
月
二
十
八
日

ー
五
月
八
日

※
詳
し
く
は
大
村
消
防
署

(雷
②

ー
四
一
三
八
)
へ

-
技
能
検
定
八
前
期
)

申
込
期
間

四
月
二
十
三
日
l
五

月
七
日
ま
で

実
施
期
間

六
月
二
十
七
日

t
九

月
二
十
八
日
ま
で
の
聞
の
別
に

指
定
す
る
日

実
施
職
種

造
園
、
鋳
造
、
機
械

加
工
、

金
属
プ
レ
ス
加
工、

鉄

工、

板
金
、
仕
上
げ
、
工
具
研

削
、
製
材
の
こ
目
立
て
、
電
子

機
器
組
立
て
、
電
気
機
器
組
立

て、

建
設
機
械
整
備
、
婦
人
子

供
服
製
造
、
紳
士
服
製
造、

木

型
製
作
、
木
工
、
製
版
、
印
刷

製
本
、
ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
成
形
、
陶
磁
器
製
造

石
工
、
と
び
、

左
官
、
築
炉
、

.
フ
ロ
ッ
ク
建
築
、
タ
イ
ル
張
り

畳
製
作
、
防
水
施
工
、
床
仕
上

げ
施
工
、
熱
絶
縁
施
工
、
サ
ッ

シ
施
工
、

貴
金
属
装
身
具
製
作

表
装
、
塗
装
、
広
告
美
術
仕
上

げ
、
写
真

合
格
発
表
十
月
十
四
日

資
格

合
格
者
に
は

一
級

・
二
級

技
能
士
の
称
号
が
与
え
ら
れ
る

※
詳
し
く
は
長
崎
県
労
働
部
職
業

訓
練
課

(
長
崎
市
江
戸
町
二
!

二
ニ
、
電
長
崎
@
l

一
一
一
一
)

ま
た
は
長
崎
県
職
業
能
力
開
発

協
会

(長
崎
市
富
士
見
町
三
l

二
、
雷
長
崎
@
|
四
三
七
五
)

へ
-
4
級
小
型
船
舶
操
縦

士
免
許
の
講
習
会
と

試
験

動
力
船

(船
外
機
を
含
む
)
の

操
縦
に
は
免
許
が
必
要
で
す
。

講
習
会
と
試
験
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、

免
許
取
得
希
望
者
は
受
講

し
て
下
さ
い
。

講
習
会

四
月
二
十
二
日
か
ら
五

日
間
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

試
験

五
月
六
日
、
大
村

申
込
締
切

四
月
二
十
日

※
詳
し
く
は
大
村
遊
漁
組
合
(
片

町
一
七
五
1

三
、
宮
@
l
二
八

三一

H
渡
辺
)
へ
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講;

習(

会;

中地区公民館

各種教室の受講生を募集

申
込
受
付

十
三
日
か
ら

申
込
方
法
中
地
区

公
民
館
(
雷

@
l

一
三
七
六
)
に
電

話
か
直
接
お
申
込

み
下
さ
い
。
ハ
ガ

キ
で
は
受
付
ま
せ

ん。

四
月

※
定
員
に
な
り
ま
し

た
ら
締
切
り
ま
す

受
講
料
無
料
(
教

材
費
は
実
費
)

-
母
と
子
の
絵
画
教
室

期
間
五
月
二
十
日

t
六
月
十
七

日
〈
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
、

十
回
)

内
容
行
動
と
適
応
、
環
境
の
認

知
、
知
能
と
は
何
か
ほ
か

講
師
水
田
喜
次
郎
先
生

講
師

高
浜
圭
甫
先
生

J
 

J
 /
 

~¥ 

号
、

絵
画
を
と
お
し
て
、
母
と
子
の

ふ
れ
あ
い
と
創
造
性
を
養
い
ま
す

対
象
五
歳
、
六
歳
児
と
母
親

定
員
親
子
十
五
組
(
三
十
人
)

期
間
五
月
十
九
日

t
七
月
二
十

一
日
(
午
後
二
時
三
十
分
か
ら

十
回
)

内
容
は
ん
乙
あ
そ
び
、
は
り
絵

水
彩
画
ほ
か

講
師
秋
山
和
子
先
生

絵
画
の
基
礎
と
な
る
デ
ッ
サ
ジ

を
通
し
て
、
基
本
と
応
用
を
考
え

ま
す
。

対
象
一
般
成
人

定
員
二
十
人

期
間
五
月
二
十
一
日

t
来
年
二

月
十
八
日
(
午
後
七
後
か
ら
、

二
十
回
)

内
容
デ
ッ
サ
ン
の
基
礎
、
実
習

ほ
か

-
お
母
さ
ん
の

教

育

学

教

室

教
育
の
歴
史
や
方
法
を
学
習
し

こ
れ
か
ら
の
活
動
を
考
え
ま
す
。

対

象

婦

人

定
員
三
十
人

期
間
五
月
二
十
日

t
七
月
二
十

二
日
(
午
前
十
時
か
ら
、
十
回
)

内
容
教
育
の
歴
史
、
学
校
以
外

の
教
育
ほ
か

講
師

猪
山
勝
利
先
生

-
料
理
教
室
A

コ
l
ス

家
庭
料
理
の
基
礎
を
各
季
節
を

お
っ
て
学
習
し
ま
す
。

対

象

婦

人

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

マ
中
原
ツ
ヱ
徳
泉
川
内
郷
二

み
か
ん
三
十
キ
ロ
、
菓
子
十
袋

一
一

亡

父

孫

四

郎

)

五

万

円

マ

小

氏

信

次

(

水

主

町

)

一

万

八

千

-

一

ヘ
吾
興
一
返
し

一
敬
称
略
佐
々
ハ
ナ
(
西
三
城
町
・
亡
夫

円

マ
盆
栽
愛
好
親
和
会

(
田
川

正

一

三
好
)
五
万
円
マ
寺
井
シ
ズ
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

夫
ほ
か
四
人
)
盆
栽
手
入
れ

一

社
会
福
祉
事
業
費
へ

一
マ
川
内
繁
太
郎
(
大
入
町
・
亡
子
(
西
大
村
本
町
・
亡
夫
佐
マ
小
路
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
路
寿

マ
松
尾
釣
具
庖

(杭
出
津

一
了

一

会
(
会
長
田
中
順
蔵
)
慈
恵
荘
目
)
黒
ダ
イ
十
七
キ
ロ
マ
若

a

-

妻
キ
ク
)
三
万
円

マ
野
口
政
一
)
五
万
円

ヘ
タ
オ
ル
百
五
十
一
枚
、
石
け

草
民
踊
子
供
会

(
山
脇
愛
子
ほ

一

一
は
し
木
リ
リ
ト
ロ

d
r
k
…
一

怠

?

敬

称

略

ん

四

十

七

個

せ

ん

ぺ

い

八

十

か

二

十

六

人

)

民

踊
慰
問
と

運

一

一

亡

父

春

海

)

五

万

円

マ

藤

本

社

会

福

祉

事

業

費

へ

七

人

分

マ

原

生

花
庖

(
古
町
動
会
用
賞
品
二
十
点

マ
さ
く

一

一
幹
子
(
水
主
町
・
亡
夫
誠
)

五

マ

今

里
豊

(
久
原
郷
)
藤
武
作
一
丁
目
)
慈
恵
荘

へ

生

花

ら

会
(今
里
ツ
タ
子
ほ
か
五
人
〉
一

一
万
円
マ
岩
固
定
男
(
武
部
郷
人
(
沖
田
郷
)
六
千
円
マ
金

清

和

国

へ

民

踊
慰
問
と
み
か
ん
二
十
キ
ロ
一

-
デ
ッ
サ
ン
教
室

-
心
理
学
教
室

心
理
学
の
基
礎
を
中
心
に
、
具

体
的
な
心
理
学
を
学
び
ま
す
。

対
象
一
般
成
人

定
員
三
十
人

定
員
三
十
人

期
間
五
月
二
十
八
日

t
来
年
三

月
四
日
(
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
、
十
一
回
)

内
容

各
季
節
の
家
庭
料
理

講

師

浦

川
鈴
子
先
生

※
前
回
受
講
さ
れ
た
方
は
ど
遠
慮

下
さ
い
。

-
料
理
教
室

B
コ
l
ス

家
庭
料
理
の
基
礎
を
楽
し
く
学

習
し
ま
す
。

対
象

婦
人

定
員
三
十
人

期
間
五
月
十
五
日

t
九
月
二
十

五
日
(
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

十
一
回
)

内
容

各
種
家
庭
料
理

講

師

柳

原

淳
先
生

※
前
回
受
講
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮

下
さ
い
。

-
料
理
教
室

の
食
事
)

(
成
人
病

成
人
病
予
防
の
た
め
の
料
理
教

室
で
す
。

対
象
一
般
・

婦
人

定
員
二
十
五
人

期
間

五
月
二
十
二
日

t
七
月
二

十
四
日

(午
後
七
時
か
ら
、

十

回
)

内
容

高
血
圧
の
人
の
た
め
に
、

糖
尿
病
の
人
の
た
め
に、

胃
腸

の
気
に
な
る
人
の
た
め
に
ほ
か

講

師

山

口
貞
子
先
生

一

5

建
物
の
老
朽

一

一

日

化

に

伴
い
、
昨
一

一

帥

一

年
よ
り
新
築
工
一

一

U
所

事
を
急
い
で
い

一

一

日

同

ま

し

た

大

村
保

一

一

と

村

健

所

が

三

月

完

一

一

仁

大

成
し
ま
し
た
。
一

E

金田

一

-

一
』
下

一

工
事
中
は
、
一

一
ト

υ

市
民
の
皆
さ
ん

一

一

菊

に

は

大
変
ご
迷

一

一
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
四
一

一
月
十
二
日
か
ら
新
庁
舎
に
お
い

一

一て
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

一

一
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
一

一

大
村

保

健

所

一

一

酉
三
城
町

一
二
一

一

曾
③
|
一
二
九
三
一

〈
〉

.
手
話
講
習
会
O 

O 

言
葉
が
不
自
由
な
人
の
福
祉
に

理
解
と
熱
意
が
あ
る
人
に
手
話
を

習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
講
習
会

を
開
催
し
L

手品す
。

日
時

毎
週
水
曜
日
(
午
後
六
時

ー
八
時
、

開
講
式
四
月
三
十
日

午
後
六
時
)

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料

無
料

※
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
た
は
手
話

サ
ー
ク
ル
(
雷
④

l
一
二
二
八

日
宮
地
)
へ
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